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1°はじめに

「Bonjour!」、名古屋市に所在する文化劇場の一室からフランス人識師のかけ声に続いて子ど

もたちの元気な声が聞こえてくる。その声の正体は、月に2回開催される親子多言語・アートサ

ークルである。このサークルを一例とする親子の集まりは、「子育てサークル」として注目を集

めてきた。これまで子育てサークルとは、子どもを育てる保護者が子どもを連れ添って集まり、

学習や情報交換をする場といわれてきた。しかし近年において、それは学習や情報交換の場とし

てだけではなく、保護者同士が集まることで保謹者の孤立を回避し、育児不安の解消や虐待を未

然に防ぐための相互支援を行う場として子育て家庭にとって必要な存在になっている。実際に、

1980年代から全国において保護者の間で自然発生的に誕生したと言われる子育てサークルが、現

在では国の少子化対策の一環として公的機関によって積極的に支援されるべき対象として位置づ

けられていることからも、その役割の大きさは明らかであろう（寺田2005,内閣府2009）。それ

故、保育、特に子育て支援を語る上でこの子育てサークルの存在を看過することはできない。ま

た、保育者養成校における学習テーマの1つとして、子育てサークルの実態とその役割に関して

保育者を目指す学生たちに伝えていくことは不可欠である。

そこで、本稿の目的を次のように設定する。すなわち、筆者らが名古屋市内で開催されている親

子多言語・アートサークルS(以下Sサークル）での活動を通して考えてきた、子育てサークルと

いう「子育て支援」の在り方を今後議論していくための試論として、まずはサークルの活動を整

理し報告したい。その際、サークルの概要および活動の報告に加えこれまでに実施してきたサー

クル内外での調査の一部を分析対象とした。

Sサークルは設立2年半とまだ日が浅い。しかしながら、この萌芽期にあるサークルに注目する

ことに意義がある。すなわち、子育てサークルの新規立ち上げから安定的なサークル活動への移

行、そして長期的な開催を継続調査することを通して、子育てサークルの課題と展望に迫ってい

くことが可能となるのである。汐見ら（2001）の研究においても明らかなように、子どもの成長

とともに活動維持の壁にぶつかると言われる子育てサークルだが、萌芽期から丁寧に活動の変遷
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